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原稿・情報をお寄せください

□お店探訪（3～９ページ）
　ユニークな経営、集客、地域活動などを行っている生衛業関係のお店をお知らせください。自薦・他薦を問いません。

□センターにゅうす（11 ～ 13 ページ）
　都道府県の各生活衛生営業指導センターで計画中、あるいは実施した特色ある企画や活動など。

□特相員だより（18 ページ）
　生衛業の開店・融資・経営などの相談にまつわる成功・失敗談やエピソードなど。

□せいえい短信（19 ページ）
　中央・地方、団体・個人を問わず、生衛業に関する情報・話題をお寄せください。

□その他、ご意見や提言
□投稿方法
　郵送、Fax、E-mail で。郵便番号、住所、氏名（匿名希望の場合はその旨を）、電話番号などの連絡先を明記してください。

□送り先
　〒 111-0051 東京都台東区蔵前 3-15-1 エスピービル　菅原印刷株式会社 生衛ジャーナル制作部

　Tel : 03-5687-2211（代）　　Fax : 03-5687-2310　　E-mail : journal@sugawara-p.co.jp
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　東京の西武新宿線沿線にあるビューティーサ
ロンＫは、バブルが崩壊後に 20 年営業してき
た店舗を取り壊し、２階建て（床面積 99 平方㍍）
の美容室を新築した。「なんでこんな時期に？」
といぶかる知人の声もあったが、「このままで
は先細り、年齢的にもやるなら今」と、54 歳
のＫさん（女性美容師）は、渋る銀行を説き伏
せ、3,000 万円の融資を受けた。新しい店舗は
入り口が一つで１階が中高年客対象のシニアサ
ロン、階上が 20 歳前後の男女客を相手にした
ヤングサロン。
　Ｋさんには長い間、地域一番の高料金ながら、
それに見合う付加価値の高いサービスを続けて
きたという自信がある。そのために「技術と接
客、感性」の練磨を自分にもスタッフにも厳し
く課す。「高い料金を頂いているのだから、一
番の仕事をしなかったらお客様に申し訳ないで
しょ」が口癖だ。今ではスタッフ６人、年間売
上 4,500 万円。落ち着いた雰囲気を楽しみたい
シニア客を惹きつける一方で、お洒落の先取り
に敏感なヤングを取り込むという、異なった空
間を住み分けた新しいタイプのこのサロンは、
高齢化社会における美容室の一つの生き方を典
型的に示したものと言えるだろう。
　美容界も、他の生衛業種の多くがそうである
ように、①新規参入業者の増大②客足の低下③
値上げ難の“三重苦”に喘いでいる。その上、
低料金店の出現も後を絶たない。最近の低料金
店は以前のように採算を度外視した単なる客集
めではなく、施術の過程を省略し、時間を短縮
することによってニーズを引き出し、営業を成

り立たせている。美容は手仕事だから難しいと
言われてきた“薄利多売”を可能にしたのであ
る。
　国民生活金融公庫の生活衛生関係営業景気動
向調査概要（平成 16 年 10 ～ 12 月期）によれば、
全般的には「引き続き足踏み感はあるものの改
善の動きがある」としているが、美容業の「売上」

「採算」「利用客数」の各ＤＩはいずれも悪化し
ており、設備投資意欲も鈍ったままだ。明るさ
はまだ見えてこない。ヘアカラーリングが流行
して売上に寄与するかと思えば、パーマネント
の需要が減少するという跛行現象が見られる。
その一方で、美容師の間でも週休２日制が進み、
賃金も世間並みに近づいている。“長時間労働・
低賃金”はもう過去の話。それだけコストが上
昇し、経営を圧迫することにもなる。自前の店
舗ならまだしも借り店舗となると賃借料の負担
だけでも大変だ。
　しかし、こうみるとお先真っ暗ともとれるが、
必ずしもそうではない。女性のお洒落願望は止
まるところを知らないからだ。以前、美容は
１兆円産業と言われたが、今や１兆 7,000 億円
産業（矢野経済研究所、2007 年度の予測）で
ある。髪だけをやっている時代ではなく、エス
テ、メイク、ネイルを始め、お客の癒しや健康
志向をどう取り込むか。その成否によって勝ち
組と負け組みに分かれるだろう。
　美容室の経営環境は厳しいが、しかし、太陽
が沈んでしまったわけではない。

（写真は美容関係の出版記念会での筆者＝前列
中央＝、後列の女性２人はヘアモデル）

美容室経営は厳しいが

太陽が沈んだわけではない

美容フリーライター

並木　孝信巻頭言
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特集　やすらぐ
大切なのは経営者の温かい思い遣り
都会「郷愁」、地方「自然」で差別化

日本大学経済学部講師　池田　光男

論
総

　今号の特集のテーマは「やすらぐ」です。事
例の３店がやすらぎの場をどのようにして提供
しているかを掘り下げています。
　そば・うどん店は、讃岐うどんブームやそば
を健康食品として評価する傾向を反映し、店舗
数は増加傾向にあります。しかし、総務省「家
計調査年報」によると日本そば・うどんの支出は
伸び悩みの状況にあり、競争は激化しています。
　最近では、店構え、メニューなどで新鮮味を
出すことが一層重要となってきています。独特
の店舗づくり、こだわりの製品づくりを売り物
にすると、車社会化により店舗が不便な場所で
も顧客は口コミで集まります。
　まさに、時代を反映した商法が、水車蕎麦の
店「森のそば屋」です。ネーミング、高冷地、
戸数55戸の集落と聞いただけで、やすらぎの場
のイメージが浮かんできます。しかもそばが主
食の地域、年季の入ったそばの提供は、そば好
きにはたまらない満足感が得られるでしょう。
　銭湯は自家風呂が増えたため入浴者数が減少
しています。一方では、スーパー銭湯という強
力な競争相手が現れ、安定顧客の把握に苦慮し
ています。入浴者数の減少を入浴料金の値上げ
で補おうとしても、終戦直後に施行された物価
統制令が未だに適用されているので自主的に値
上げが出来ず、採算面でも厳しさが増していま
す。
　このような厳しい経営環境の下で、公衆浴場

「白岩の湯」は全面建て直しをしていますが、
高額な設備投資であるだけに、改築は大変な勇
気が必要だったと思います。しかし、改築によ
り大パノラマ景色を窓越しに楽しめるとあっ

て、入浴客にやすらぎを与え、自家風呂が多い
地域ながら繁盛しています。経営者自身の心の
優しさが、お客さんのやすらぎ感を高めていると
いえます。
　居酒屋の店舗数は、中規模層を中心に依然増
えており、半面、同年報の飲酒代支出は平成６
年をピークに一進一退で推移しているので、大
型チェーン店同士、大型チェーン店と既存の居
酒屋などが入り乱れ、顧客数確保に向けし烈な
競争を展開しています。
　居酒屋「ぶたや三代目金造」は、既存店が飽
和状態にある飲食店街に新規参入しただけに、
屋号からして意表をついた差別化をし、過去の
良き時代を懐かしむ気分をかきたててくれま
す。店舗内も意図的に一昔前の下町の雰囲気を
演出しているだけに、やすらぎ感に浸れる雰囲
気を醸し出しています。「郷愁」の演出が心を
和ませてくれます。
　以上の事例から見て、やすらぎの提供といっ
てもとってつけたようなものでは、最近の消費
者は嗜好変化が激しいので顧客離れがすぐに起
こります。これら３事例は、確固たる信念に基
づき、やる以上は徹底してやすらぎを提供する
場づくりに取り組んでいる点が評価できます。

やすらぎの題材を何にするのか

具体的な売りを何にするのか

中途半端ではすぐに飽きられる　本物志向に徹する

店舗のネーミングもやすらぎ提供の決め手

↓

↓

↓
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特集　やすらぐ

そばと水車の里で

　ゴトン、ゴトン。聞きように
よっては、ゴトゴトゴットン、
コトコトコットン
…。勢いよく水車が

回り、そば脱穀の音が心地よい水
車蕎麦の店「森のそば屋」。平成４
年11月、岩手県北部の山間高冷地・
岩手郡葛巻町江刈川地区のお母さ
んたちが、地域おこしの店として
開店した。「そばだけでなく物語を
売る店」を目指して12年余。戸数
55戸、人口200人の小集落は、今や
年間２万人が訪れる＜そばと水車
の里＞に様変わりした。 

（文中敬称略）

　北国・岩手の早春、４月上旬のある日、「森
のそば屋」を訪れた。JR盛岡駅からバスで約お店

探訪

水車蕎麦の店「森のそば屋」
住所：岩手県岩手郡葛巻町江刈川　　運営：岩手県認定「食の匠」高

こうけりょう

家領　水車母さんの会（17 人）

代表：高家　セツさん　　電話：0195・66・4111

営業時間：お食事 10：30 ～ 17：00　そば打ち体験９：30 ～ 15：00　　定休日：元日だけ

雪解けの水を集めてゴトン、ゴトンと勢いよく回る水車
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１時間40分。江刈川停留所で下車すると、そこ
はもう、都会とは趣きが異なる自然豊かな別世
界。看板目当てに、店の方向に10数㍍歩いて耳
を澄ますと、水車の回る音が聞こえてくる。
　店舗は、古い民家を改造した２階建ての建物。
紺地に白で店名を染め抜いた暖簾をくぐり、引
き戸を開けると、目の前に赤々と炭火の燃える
囲炉裏。あたり一面に食欲をそそる香ばしい香
りが漂う。それもそのはず、囲炉裏では、裸電
球の下、川魚の山女の串刺しや豆腐田
楽が、ちょうど食べごろに焼きあがっ
ていた。
　この店のそばの特徴は「水車挽き、
そば粉100％、母さんの手打ち」。キャッ
チフレーズは「挽きたて、打ちたて、
ゆでたて　だからうまい！」。
　言葉どおり、雪に埋もれた水車小屋
では、日替わり当番の１人が、黙々と
石臼などの点検作業。店の２階では２
人が手分けして挽きたてのそば粉を

「練り（つなぎは豆腐と卵）」「打つ」「切
る」の伝承技をふるっていた。打ちた
てのそばは、階下の調理場に運んで、
茹であげ、水で冷やしてから客に出す。

そばの味、香り、口当たり
を損なわないようにと、「か
けそば」等のたれは、煮干
と花かつお、昆布しか使わ
ない。
　「ここでは、そば打ち体験
や見学、自分で打ったそば
を食べることも出来ます。
お客さまが、しばし、時間
を忘れて、安らいでくれれ
ば…」と、地域おこしの呼
びかけ人・高家章子（56）。
　江刈川地区は、もともと
地形や気候など稲作には不
適とされる典型的な中山間
地。昔からそばなどの雑穀
栽培が盛んで、そば食は日

常茶飯事。そば打ちは各家のお母さんの仕事で、
脱穀用の共同水車小屋は“井戸端会議”の場で
もあった。
　米の代わりに、そばが主食。代々、守り続け
てきた高家領（高家一族）の水車小屋。祖母か
ら嫁・娘へと受け継がれてきた伝承の手打ちの
技。章子は言う。「江刈川地区ならではの、こ
の３つの資源を生かし、そばに付加価値を加え
れば、地域活性化につながると思った」と。

水車小屋の内部

古い民家を改造した「森のそば屋」
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　水車の利用者らに根気強く呼びかけ、平成
４年８月８日、「高家領水車母さんの会」を結
成、新そばが出回る同年11月１日に開店した。
　代表の高家セツ（79）の長男で、章子の夫・
卓
たつのり

範（57）は語る。「そばは収益の低い作物。
江刈川では10㌃当たりの収量が、せいぜい玄
蕎麦（殻付）２俵分（１俵45㌔）。値段にする
と約３万円で、農業としては成り立たない。
でも、水車でそば粉にし、手打ちなどの付加
価値を付けると、最終的に３万円が18万円に
なり、米と匹敵する」。夫妻の“読み”はあたった。
　「本物のそばの味」が、口コミなどを通じて
次第に町内外に広がり、客が客を呼ぶように
なった。平成９年には、バス停前に姉妹店の
産直＆農村レストラン「みち草の驛」を開店。
同年、「高家領水車母さんの会」が岩手県から

「食の匠」に団体認定されたことで、一挙に知

名度がアップした。店の片隅に置いた感想ノー
トは既に40冊を超えた。店内は、６畳間など
４部屋合計で40人収容可能だが、５月の連休
などには、１日200人前後の客が訪れる。ちな
みに、これまでの最高は326人とか。
　森のそば屋では、昔のままの手刈り、自然
乾燥の良質の玄蕎麦しか使わない。水車で挽
くのは１日１俵が限度。そばにすると、約200
食分だ。栽培農家が増え、葛巻町内だけで50
俵は確保できるが、年間必要量の４割に過ぎ
ない。不足分は九戸、山形村など近隣町村か
ら購入するため、周辺への経済波及効果も大
きい。
　「地域ににぎわいが出てきました。お母さん
達の年間収入は、１人平均で約70万円。みん
な明るくなったのが何よりの収穫」と、章子
は卓範と顔を見合わせて微笑んだ。

①そば粉を練る ②のばす ③切る

玄関先の囲炉裏。ここでヤマメや豆腐田楽を焼く 手前の２人が高家卓範さん、章子さん夫婦
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　富山湾の水橋漁港から白岩川
を約１㌔㍍さかのぼった堤防沿
いにこの銭湯がある。大きなガ
ラス戸越しには雄大な北アルプ

ス・立山連峰の大パノラマが広がる。家庭風呂
の普及、後継者不足で廃業懸念の同業者もいる
中、大自然を取り込み「スーパー銭湯なにする
ものぞ」と全面建て替え、“癒し”“安らぎ”の
提供の場として大繁盛している。（文中敬称略）

　午前10時、市街地では考えられない早い開店
だが、ドアの開くのを待っている常連客がいた。
胴長カッパ、軽トラで駆けつけたのはホタルイ
カの漁（４月解禁）を終え、セリを見とどけた
漁師さん。例年にない豊漁で浜は大賑わい。　
　「朝獲れたホタルイカや。ショウガ醤油で食
べたらたまらんぞ」と、包みをポンとフロント

（かつての番台はない）に置いて、湯舟で冷え
た体を温めていた。隣接の滑川市からの客も多
い。
　女性風呂はもっと賑っていた。夜勤明けの看

護師は「夕べは急患が多くて疲れた」、コンビ
ニ勤めの女性は「明け方、ヘンなおじさんが来
て怖かった」などとワイワイ。お帰りはカジュ
アルルックやスーツに大変身して銭湯を後にす
る姿もあった。
　　　　　　　　　★
　白岩の湯の創業者は経営者・孫司の祖父の孫
三（故人）。昭和32年12月、売薬（家庭配置薬業）
の傍ら、背後地に住宅地を抱え、自噴するほど
の地下水、雄大な自然環境を生かして１階は銭

大自然を独り占め

お店
探訪

公衆浴場「白岩の湯」
住所：富山市水橋畠

はたけら

等297　　経営者：正
しょうまん

満　孫
まご

司
じ

さん　　電話：076・478・0148

営業時間　10：00～23：30 　　定休日：第３水曜日、木曜日（毎月２日間定休）

北アルプス・立山連峰の大パノラマ

開店準備をする孫司さん、貴子さん夫妻。
右手前は自噴する地下水の水汲み場
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湯、２階に料亭でスタートした。
　父の隆一が昭和40年代半ばで料亭を閉めて
銭湯に専念した。家庭風呂の普及で落ち込ん
だお客を取り戻そうと、平成元年、井戸も深
くして建物も大幅にリニューアル、客足が順
調に回復していた。　
　　　　　　　　　☆
　昼間は中高年の住民が多い。世間話に花が
咲く、まさしく住民の「ふれあいの場」。天気
の良い日は自転車で、夫婦でマイカーと銭湯
通いのスタイルはさまざま。12畳の“縁台”
では、風呂上りの牛乳や乳酸飲料で夫婦、近
所の人の待ち合わせ、大展望の立山連峰の大
パノラマを楽しみながら、「○○さん宅のお嫁
さんが決まったようだね」「年金はどうなるか
ね」「郵政民有化の利害は良く分からない」な
どと２時間、３時間と話し込み、話の内容も
バラエティー。
　　　　　　　　　★
　３代目の孫司は公衆浴場業とは無関係の自
営業で、手伝う程度。父母、孫司の妻・貴子が
主体で経営していた。ところが、父・隆一が
体調を崩して病気がちになった２年前、家業
の銭湯を主体とすることを決意、昨年８月の
旧盆明けに取り壊して全面的に建て替えて12
月30日に新装オープンした。総事業費約１億
2000万円で半分余りは富山県公衆浴場業生活
衛生同業組合に相談の上、国民生活金融公庫
の融資などをうけ、残りは自己資金を充てて
いる。
　銭湯内は大浴槽が温

ぬる

めと熱めの２槽、露天

風呂、サウナ、ウルトラバス、水風呂、炭酸
カルシュウム温泉、約30台の駐車場と薬湯・
スーパー銭湯に負けない設備だが、大人350円、
小学生120円、６歳以下60円と、県が認可して
いる公衆浴場の入浴料金。
　　　　　　　　　☆
　夕方から夜半にかけては家族連れ、お勤め
帰りのサラリーマンにＯＬ、自営業など。ほ
とんどの家庭が自家風呂をもっていても、「や
はり広くてのんびりできる銭湯がいい」とい
うお客さんで溢れる。万年雪を戴いた立山連
峰の剣岳、雄山、薬師岳、大日岳は夕日に姿
を変えながら真っ赤に染まる。
　日が落ちると目前の白岩川を行き来する小
型漁船や遊漁船のライトが暗闇の田園風景に
溶け込み幻想的。「自宅のポリバスでは味わえ
ない大自然を独り占めした感じ」と話す40代
の公務員一家はこの銭湯の常連客。
　　　　　　　　　★
　１分間に200㍑という豊富な地下水は保健所
の検査でも水質が極めて良好と“太鼓判”。正
面出入口わきで昼夜出し放し、お風呂帰りや
近所の人で水汲みの列ができることも。改装
前、燃料は重油と廃材の併用だったが、建て
替えでＡ重油の「クリーン」使用のボイラー
のみ、マイコン制御で手間を省いている。
　建て替え前は構造上、地域に開放するスペー
スが十分でなかったが、新装でロビーの12畳
の“縁台”のほか、２階部分を早急に仕上げ
て地域に開放、銭湯コミュニケート促進事業
にも積極的に参加していくと言う。孫司は「銭
湯は癒し、
安 ら ぎ を
与 え る と
共 に 公 民
館的な要素
があり、地
域情報の発
信基地。気
軽 に 立 ち
寄ってもら

開店と同時に朝風呂を楽しむ漁師や住民ら

左手前の自販機で利用券を買ってフ
ロントを通って脱衣室へ。奥に見え
るのは 12畳の“縁台”
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　東京の下町
情緒をテーマ
にした居酒屋
が評判を呼ん

でいる。店内にある昭和 30
年代のブリキ看板や裸電球
の電柱は下町の路地裏の雰
囲気をかもし出し、幅広い年
代の客層を集めている。下
町に生まれ育った店主のこ
だわりと意気込みが感じら
れる店である。（文中敬称略）

　地下鉄東西線の門前仲町駅
を降りると居酒屋など数多く
の飲食店が軒を連ねる。その中でも見逃してし
まいそうなひっそりとした店構えの店が「ぶた
や三代目金造」だ。古い木戸の入り口を入ると、
まるで昭和 30 年代の路地裏にタイムスリップ
したかのような空間があった。
　店内には木製の塀や民家の壁が再現され、窓
からは夕暮れの優しい明かりがもれる。まるで
壁越しに人が住んでいるような温かさが感じら
れ、思わずほっとした気分になる。薄暗い 14
坪の店内には、有線の「70 年代名盤Ｊポップ」
が流れていた。
　「お客さんは入ってくると、びっくりするよ
うです」と店を経営する森田敬弘は言う。森田
はこの店ともう一店を経営する有限会社セスタ
の取締役だ。
　店に入ってきた 30 代半ばと見られる女性客
からは、昭和のアイドル「ずうとるび」のパネ
ルに「懐かしい！」との声。「（テレビ番組の）

笑点の座布団運びしていた山田隆夫だ！」など
とその若き日の姿に話題が飛ぶ。
　壁には昭和を思わせる「強力殺虫剤アース」
のブリキ看板や「宇宙怪獣ガメラ」の紙ポスター
が貼られている。仲間の家にあったものや、イ
ンターネットで入手したものだ。日常を演出す
るため、表面をやすりでこすり、古っぽさを出
してみた。民家の屋根に模して使用されている
トタンもわざと汚して、さびているかのように
見せている。
　木の電柱の裸電球も店内の照明として利用さ

昭和30年代へワープ
居酒屋「ぶたや三代目金造」
住所：東京都江東区富岡１－６－６　T・T・Rビル１Ｆ　　経営：森田　敬弘さん

電話：03・3820・9939　　営業時間：17：00～24：00　　定休日：日曜日

お店
探訪

レトロな雰囲気は若い人たちにも人気だ

森田さん㊨
と厨房担当
の細川さん
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れていた。依頼した内装業者が、新しい木を
使って古い柱を再現した森田のお気に入りの
品だ。門前仲町で生まれ育った森田は電柱に
特別な思い出がある。子供の頃、自宅の前に
は木の電柱があり、二階の窓からその電柱に
つかまり外の地面にすべり降りて遊んでいた
からだ。店内にある２本の電柱の足元には酒
ケースがあり、庶民の日常を彷彿とさせる。
　店のイスやテーブルは小学校で使用してい
たものに似せて再現した。
　こうした内装やアイデアを内装業社と出し
合うのが特に楽しかったと森田は語る。森田
の細かいこだわりが庶民の日常を上手く演出
し、気取らない安らぎを与える店になった。
中高年の客には懐かしさを、そして若年層に
は逆におしゃれな店に感じてもらえるようだ。

「最初はもっとガヤガヤした店になるかと思っ
ていましたが、意外とカップルで来てゆっく
りしていくお客さんもいます」と森田は言う。
　店の名前になった「金造」は森田の祖父の
名前だ。祖父と遊んだ思い出と、名前のもつ
強いインパクトから店の名前に決まった。
　メニューは今風のアレンジのものから、懐
かしい食材まで豊富なバラエティが揃ってい
る。４時間かけて調理したスープ（トリガラ、
かつをだし、キムチチゲ）や食材を自由に組
み合わせることができる「金造流豚鍋」や「金
造のにんにくコロッケ」などが好評だ。メイ
ンのもつ焼きや豚焼きは餌にこだわった「薩
摩黒豚」など「もちもち感」のある美味しい
豚肉を使用している。
　昨年７月にオープンした店だが、現在はリ

ピーターを増やす努力をしている。「店は作る
までが楽しいが維持していくのは大変だ」と
森田。「あまり考えないで先に動く」と自分の
性格について語る経営者だが、従業員には「お
客さんに嫌われないように、一言でも話をし
ておくように」と言い聞かせている。料理が
美味しいことも大切だが、声を掛けることで
客の記憶に残る店になる、と森田は信じてい
る。また逆に話し掛けすぎるのも良くないと
考えている。
　付近の他店同様、人手不足が目下の悩みだ。
現在、森田と厨房担当の細川和男さんで店を
切り盛りしており、アルバイトを募集中だ。
新宿・市谷に別の居酒屋を経営する森田だが、
アルバイトが見つかるまで、門前仲町の店で
忙しく働く毎日が続きそうだ。
　今後は客が飽きることのないよう内装を少
しずつ変え、小物などを気に入った客に販売
することも考えている。

くぐり戸の入口と裸電球が郷愁をさそう

「ずうとるび」のパネル ブリキ看板とポスター 赤い公衆電話も… 「オロナイン」のブリキ看板
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センターにゅうす

　（財）全国生活衛生営業指導センターは、こ
のほど「健康入浴推進の手引き̶公衆浴場（銭
湯）の新しい役割をさぐる」を発行しました。
　これは昨年４月、「公衆浴場の確保のための
特別措置法に関する法律」が改正されたのに
伴い、国及び地方公共団体は、地域住民の健
康増進・福祉向上のために公衆浴場の活用に
ついて適切な配慮をするように努めるととも
に、公衆浴場経営者は公衆浴場の活用に係る
国と地方公共団体の施策に協力するように努
めることとされ、公衆浴場の位置付けが明確
にされたことに呼応したものです。
　全国指導センターは、法改正の趣旨に沿っ
た事業を全国に展開・推進するため「健康入
浴推進事業検討会」を設置し、公衆浴場を活
用し、生活習慣病の予防・改善など国民の健
康増進に役立つこと、公衆浴場の新たな利用
方法を普及することを目的に、「健康入浴推進
の手引き」を作成したものです。
　「手引書」の主な内容は次の通りです（事業
主体はいずれも都道府県生活衛生営業指導セ
ンター）。
【健康入浴推進員養成講習会】
　健康入浴推進事業を地域に定着させ、長く
継続して実施していくための役割を担う者を
養成するため、一般公衆浴場業に従事する者
等を対象として、次の事項（①～③）に関す
る健康入浴推進養成講習会（以下「講習会」
という）を実施し、講習修了者を「健康入浴
推進員」として育成する。

①生活習慣病の予防及び改善並びに健康に関
する様々な情報の提供を行うための手法。

②一般公衆浴場の利用者等に対して、入浴
に関する正しい知識の普及及び実践的な
指導等を行うために必要な知識。

③健康入浴推進事業の実施運営に必要な知
識及び情報並びに先駆的な類似事業の取

組例等。
【健康入浴推進事業運営協議会】
　健康入浴推進事業をそれぞれの地域の実情
に即した、より効果的なものとして実施して
いくため、健康入浴推進事業運営協議会（以
下「協議会」という）設置して事業について
企画・立案し、具体的な事業の実施計画を策
定するとともに、当該実施計画に基づいてモ
デル事業を実施する一般公衆浴場を選定し、
事業の円滑な運営のための検討、指導調整及
び事業実施後の評価を行う。
　協議会は、学識経験者、公衆浴場業生活衛
生同業組合（以下「浴場組合」という）及び
福祉関係団体等の関係者、並びに都道府県及
び市区町村の事務担当者（保健師、看護師、
栄養士、健康運動指導士等を含む）等をもっ
て構成する。
【健康入浴推進モデル事業】
　協議会によって健康入浴推進モデル事業（以
下「モデル事業」という）の実施事業者として
選定された一般公衆浴場（以下「実施浴場」と
いう）において、次に掲げる事業のうち、協議
会が定めた実施計画に基づく事業を実施する。

①生活習慣病の予防及び改善並びに健康に
関する様々な情報の提供。

②入浴に関する正しい知識の普及及び実践
的な指導等。

③保健師、栄養士、健康運動指導士等によ
る健康教育及び相談等。

④その他協議会の策定した実施計画に基づ
く事業。

健康入浴推進の手引き

イラストも入って、
わかりやすく解説
されている「健康
入浴推進の手引き」

全国指導センターが刊行
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センターにゅうす

◆叙勲（敬称略）
　　　　　◇…旭日小綬章…◇
▽秋山　昭之＝現・埼玉県社交飲食業生活衛生
同業組合理事長（埼玉県熊谷市）

▽河野　勝雄＝元・全国興行環境衛生同業組合
連合会会長（東京都新宿区）

　　　　　◇…旭日双光章…◇
▽石井　茂雄＝現・千葉県すし商生活衛生同業
組合理事長（千葉県市川市）

▽井谷　泰造＝現・和歌山県興行生活衛生同業
組合理事長（和歌山県那賀郡）

▽市嶋　正雄＝元・福井県食肉環境衛生同業組
合理事長（福井県坂井郡）

▽大野　勝義＝現・岐阜県理容生活衛生同業組
合理事長（岐阜県美濃加茂市）

▽小張　信男＝現・東京都麺類生活衛生同業組
合副理事長（東京都杉並区）

▽下村　榮次＝元・大分県クリーニング生活衛
生同業組合理事長（大分県大分市）

▽髙畑　慶春＝元・群馬県食肉生活衛生同業組
合理事長（群馬県前橋市）

▽玉置　末男＝元・岩手県料理店環境衛生同業
組合理事長（岩手県盛岡市）

▽永木　　茂＝現・香川県公衆浴場業生活衛生
同業組合理事長（香川県丸亀市）

▽中島　勝美＝現・全国公衆浴場業生活衛生同
業組合連合会副理事長（福岡県福岡市）

▽中西　　勤＝現・京都府旅館生活衛生同業組
合理事長（京都府京都市西京区）

▽永森　末子＝元・富山県美容業環境衛生同業
組合理事長（富山県高岡市）

▽西口　岸春＝元・大阪府簡易宿所環境衛生同
業組合理事長（大阪府和泉市）

▽福間　宗平＝元・島根県飲食業生活衛生同業
組合理事長（島根県邑智郡）

▽森田寛二郎＝元・宮城県公衆浴場業環境衛生
同業組合理事長（宮城県仙台市若林区）

　　　　　◇…旭日単光章…◇
▽井上　　清＝元・神奈川県旅館環境衛生同業
組合副理事長（神奈川県横浜市西区）

▽嶋田　正善＝現・大阪府料理業生活衛生同業
組合副理事長（大阪府堺市）

▽杉田　三郎＝元・静岡県食肉環境衛生同業組
合副理事長（静岡県浜名郡）

▽宮内　輝男＝現・愛知県社交飲食業生活衛生
同業組合専務理事（愛知県一宮市）

◆褒章（敬称略）
　　　　　◇…藍綬褒章…◇
▽安藤　輝男＝現・全国氷雪販売業生活衛生同
業組合連合会理事長（東京都世田谷区）

▽川口　深雪＝現・広島県美容業生活衛生同業
組合理事長（広島県呉市）

▽服部　清純＝現・生活衛生同業組合愛知県興
行協会理事長（愛知県名古屋市天白区）

▽𠮷井　眞人＝現・全日本美容業生活衛生同業
組合連合会副理事長（奈良県大和高田市）

平成17年　春の叙勲　褒章受章者

　平成17年春の叙勲と褒章の受章者が、４月29日付で発表されました。受章者は叙勲が4,057人、
褒章が837人と13団体。このうち、生活衛生営業関係（生活衛生功労、藍綬褒章）の皆様を掲載し
ました。

◆死亡叙勲
旭日小綬章　肥田木　克亮=（全国社交飲食業生
活衛生同業組合連合会会長、平成17年４月21日
ご逝去）
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　河野さんは日本の映画館の草分的存在であ
る武蔵野館の社長でもあり、映画が衰退傾向
にあった昭和 53 年から東京都興行環境衛生同
業組合の理事を務め、興行界を支えてきた。
その頃の全国の映画館入場人員は１年間で約
１億３千万人。全盛期だった昭和 33 年は約 13
億人を記録していることを考えると、20 年間
に 10 分の１にまで減少してしまった。
　「映画館に足を運ぶ人が減少したのは、やは
りビデオや DVD の普及が大きな要因になって
います。もう一つは、昭和 40 年代に大手の映
画会社の倒産などがあり、作品に恵まれなかっ
たこともあるでしょう」
　そう語る河野さんは、映画館の施設自体に問
題があったとも指摘する。収容人数をできるだ
け多くするために化粧室の数を少なくし、また
館内の換気設備も十分ではなく、利用者への
サービスは褒

ほ

められたものではなかった。その
中で高度経済成長を背景に生活環境はだんだん
とよくなり、利用者は映画館に居心地のよさも
求めるようになった。その要求になかなか応え
られなかった点もあり、映画館への動員数が
減った要因になったのではないかという。
　興行界はそうした状況を打開するため、特色
ある作品を上映するミニシアターをはじめ、複
数のスクリーンをもつシネコンを導入し、映画
ファン層の拡大を図ってきた。その成果もあ
り、現在は全国で 2800 スクリーン、動員数は
約１億７千万人を数え、少しずつ盛り返してき
ている。そこには衰退の要因となった施設面の
充実、臨場感を増す音響効果、そして総合芸術
として優れた作品の創出があった。
　その現在の状況について、河野さんは「ファッ
ション関係の人と食事をしたとき、ある人が、
映画に刺激されることが多いという話をされた
ことがあります。昔もそうですが、映画は流行
を創出してきました。その意味では、まだまだ

洋画が強い状況の中で日本のサムライを扱った
作品やアニメ作品は世界的にも注目され、興行
的にもがんばっていると思います」と語る。
　大正９年、武蔵野館は東京・新宿の町会が出
資して作られた。以降、新宿は戦前・戦後を通
して浅草と並んで映画文化を育

はぐく

んできた。その
中で河野さんの義父は戦後の興行組合の初代会
長を務め、復興を文化面で支えた。その意思を
受け継いだ河野さんは、全盛期の頃の映画を知
る年輩者たちにもっと映画館に足を運んでほし
いという。
　「高齢社会はますます拡大していくでしょう。
その中で年輩者に元気で過ごしていただくため
にも、もっと町に出かけて映画館の高齢者割引
をもっと利用してほしいですね。いい作品を観
れば心の栄養になります」
　一方で、若い世代にも映画のよさを伝えてい
かなければならないともいう。そのためには

「映画の日」、「レディスデー」の割引以外にも、
映画館に託児所を設置するなどのサービスを考
え、親から子へ文化を伝えていける環境づくり
の必要性も説く。
　現在、河野さんは全国興行生活衛生同業組合
連合会および東京都興行生活衛生同業組合両団
体の常任相談役を務め、映画文化の伝承にも力
を注いでいる。

センターにゅうす

映画文化を育み、次世代へ伝承　旭日小綬章を受賞

元・全国興行環境衛生同業組合連合会会長　河野　勝雄さん
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（概況）
今期の売上ＤＩ（前年同期

より増加企業割合－減少企業
割合）は前期と比べ2.7ポイン
ト増加しましたが、業況ＤＩ

（前期より好転企業割合－悪化
企業割合）及び採算水準ＤＩ

（黒字企業割合－赤字企業割
合）はそれぞれ14.2ポイント、
6.6ポイント低下しました。

１～３月期の採算水準ＤＩ、
業況ＤＩは例年低下する傾向
にあり、また業況ＤＩの来期
見通しは、急回復が見通され
ていることから生活関係営業
の景況は引き続き足踏み感は
あるものの改善の動きが見ら
れます（図１）。
（１）業況
今期の業況ＤＩは、▲41.5
と前期と比べて14.2ポイント
低下しました。内訳は、業況
が好転したとする企業割合6.7％（前期13.8％）
に対して、悪化したとする企業割合は48.2％（同
41.1％）となっています。１～３月期の業況Ｄ
Ｉは、例年低下する傾向にあることから、今期

の低下も季節的な要因が大きいものとみられま
す（図１）。

業種別にみると、公衆浴場業、映画館及び氷
雪販売業の３業種で上昇し、『ハウルの動く城』

生活衛生関係営業の景気動向等調査概要
̶̶ 平成 17 年 1 ～ 3 月期 ̶̶

 国民生活金融公庫　生活衛生企画部　調査課　嶋根　吉彦

景気動向調査

　この調査は、国民生活金融公庫が財団法人全国生活衛生営業指導センターに委託して、
生活衛生関係営業の景気動向や設備投資動向などを把握するため、四半期ごとに実施して
いるものです。今回は、平成 17 年１～３月期の調査結果の中から一部をご紹介します。

引き続き足踏み感はあるものの改善の動きがみられる
生活衛生関係営業の景況
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図１　売上（前年同期比）、採算水準、業況（前期比）DIの推移
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といった話題作品に恵まれた映画館は43.9ポイ
ント上昇しプラスに転じました。一方、クリー
ニング業、理容業、食肉・食鳥肉販売業、飲食
業、ホテル・旅館業、美容業の６業種について
は低下しました（図２）。
（２）売上
今期の売上ＤＩは、▲32.5と前期と比べ2.7ポ
イント上昇し、３期振りに上昇に転じました。

来期については、ＤＩが▲13.7と今期に比べ
18.8ポイント上昇する見通しとなっており、売
上増加に対する期待が強く表れています（図
１）。

今期調査の特別調査として、生活衛生関係営
業における情報の取得状況及び事業改善の実
施状況等について調査を行っています。生衛
業全業種では52.2％の企業が情報を得て事業改
善に取り組んでいます。業種別に見ると映画館
67.7％、ホテル・旅館業66.1％と、高い水準になっ
ているのに対し、公衆浴場業と飲食業は、それ
ぞれ36.4％、48.3％と50％を割り込んでいます

（図３）。
従業者規模別では、事業規

模の大きい企業ほど事業改善
に取り組んでいる割合が高く
なっています（図４）。

事業改善に取り組んでいる
事業者が有料でも欲しい情報
としては、商品・サービス・
接客改善のための技術的情報

（36.8％）、経営診断、改善ア
ドバイス（25.9％）にニーズ
があります。一方、無料なら
欲しい情報では、同業他社の
成功・失敗・工夫事例（24.4％）、
商品、サービス、接客改善の
ための技術的情報（21.7％）、
関連業界の動向（20.9％）へ
のニーズが比較的高くなって
います（図５）。
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景気動向調査

図３　事業改善と情報収集（業種別）
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図４　事業改善と情報収集（従業者規模別）
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図５　事業改善に取り組んでいる事業者が求めている情報（複数回答）

25.0 30.020.015.05.0 10.0 40.035.0

無料なら欲しい情報有料でも欲しい情報

商品、サービス、接客改善
のための技術的情報

経営診断、改善アドバイス

売れ筋商品、サービスの
動向

同業他社の成功・失敗
工夫事例

関連業界の動向

事業コスト削減のための
技術的情報

税制上の措置、財務状況
改善方策

景気動向

融資制度

人事管理、経営管理

その他

21.7
36.8

24.9

24.4

10.7
11.4

11.5
11.1

20.9
16.7

15.5
9.8

9.2
6.7

5.7
5.7

8.2
1.9

16.9
25.9

19.0
22.3



　消費生活センターには時折、
「クリーン・オフをしたいので
すが」「クリーニング・オフっ
てありますよね」という電話が
かかってきます。
　これは、正しくは「クーリン
グ・オフ（cooling‒off）」のこ
とで、もともとは「頭を冷や
す」という意味です。法的には、
消費者が頭を冷やして考え直し
たところ契約をやめたいと思え
ば、特別な理由がなくても、一
切の経済的負担なく、一方的に
申し込みの撤回または契約の解
除ができるという制度です。
　最近では新聞・テレビ等でも
クーリング・オフを取り上げ
ていますし、中学・高校の家庭
科でも教えられるため、クーリ
ング・オフという言葉の認知度
は確実に高まっています。しか
し、クーリング・オフ制度につ
いて、どんな契約の時に使える
のか、実際的な手続き方法とな
ると迷ってしまう人も多いよう
です。 

　「どんな契約でもクーリング・
オフできる」と消費者が誤解し
ているケースです。クーリン
グ・オフは特定商取引法（訪問
販売などの特定の取引について
の法律）や割賦販売法などで規
制される一部の契約にしか適用
されません。飲食店の予約の契
約にはクーリング・オフ制度は
ありません。予約時にキャンセ
ル料 5 千円の説明を受けた場合
はキャンセル料を支払わなけれ
ばなりません。説明を受けてい
なかった場合は支払う義務はな
いのですが、突然のキャンセル
は店にも損害を与えます。この
相談者には話し合いで解決され
るように助言しました。トラブ
ルを避けるためには予約の時点
でキャンセル料などについても
双方がしっかりと確認すること
が大切です。

　このケースは特定商取引法の
訪問販売に該当し、契約書面を
受け取ってから 8 日間のクーリ
ング・オフ期間内に書面で通知
すれば、無条件で契約をやめる
ことができます。そこで、営業
マンの「もう開封したのだから
返品できない」という説明は問
題ないのでしょうか ? 特定商取
引法では、「その使用もしくは
一部の消費により価格が著しく
減少する恐れがある商品」とし
て健康食品、化粧品、合成洗剤
など 7 品目を消耗品と指定して
います。教材はこれらの消耗品
ではないので開封してあっても
クーリング・オフができるのです。
　相談者は、営業マンの開封し
たから返品できないという説明
を聞いて、本当はクーリング・
オフできたのに、あきらめました。
　このように販売業者が消費者
に、クーリング・オフができる
のにできないと嘘を言ったり、
クーリング・オフしないように
脅したりして、クーリング・オ
フを妨害することは、法律で禁
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クーリング・オフ制度の理解と活用を！
～特定商取引法が改正されました～

＜全国消費生活相談員協会　消費生活相談員　福田　優子＞

〔事例１〕 　1 ヶ月前、自宅に電話が
あり、中学生の勉強方法を
無料で教えると言われたの
で説明に来てもらった。教
科書の重要な部分だけを抜
粋したので 1 人で効率よく
勉強ができるという教材
を 3 年分 6 冊、約 60 万円
で契約した。5 日後に届い
た教材を見るとやはり高価

〔事例２〕

すぎると感じたので、すぐ
に返品したいと営業マンに
電話で伝えたが「もう開封
したのだから返品はできな
い」と言われ、一度はあき
らめた。考えてみれば子ど
も 1 人でそんなに勉強でき
るはずもない。やはり解約
したい。

　　　　　子どもの入学祝
いのため、１週間前に日本
料理店に電話をして個室を
予約した。昨日になって都
合が悪くなったので断ろう
としたら店からキャンセル
料が５千円かかると言われ
た。予約した日は明日だが
１週間以内なのでクーリン

グ・オフできるのではない
か。
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消費生活相談の現場から

止されています。このような違
法行為（クーリング・オフ妨害）
を受けて消費者がクーリング・
オフをしなかった場合に消費者
は、（昨年 11月に特定商取引法
が改正されて）いつまでもクー
リング・オフができることにな
りました。ただし、販売業者か
らクーリング・オフできること
を書いた書面を改めて消費者に
交付し、それから 8 日を過ぎた
ときは、もうクーリング・オフ
することはできません。
　この相談者のケースはまさに
このクーリング・オフ妨害が
あって、改めてクーリング・オ
フは告知されていない状況でし
た。ですから、クーリング・オ
フは可能でした。
　販売会社は妨害行為はしてい
ないと主張しましたが、セン
ターからも連絡し、教材も未使
用だったので契約解除となりま
した。
　このケースのように契約先に
電話で解約を伝えると「連絡を
受けてない」とか「クーリン
グ・オフ期間を過ぎていた」な
どと水掛け論になることがあり
ます。クーリング・オフの場合
は無条件解除ですので販売会社
に了解してもらう必要はないの
です。
　では、クーリング・オフの手
続きはどのようにすればいいの
でしょう ? クーリング・オフの
手続きは、「書面」で販売業者

あてに通知します。書面にする
のは後日トラブルが起きないよ
うにするためです。はがきなど
に、契約日、商品名と「この契
約を解除します」という内容と
契約者の氏名・住所を書きます。
その通知書のコピーをとってお
き、郵便局の窓口で「配達記録」
か「簡易書留」にして販売会社
宛て出します。

　街頭での布団のキャッチセー
ルスでクーリング・オフができ
ます。相談員は 8 日間の期間内

に相談を受けて、クーリング・
オフ通知を発信するよう助言
し、問題なく契約解除ができた
と考えていました。ところが、
念のため相談者に確認して、掛
け布団を再契約したとわかりま
した。
　その後、センターから販売業
者に連絡すると、いつも留守番
電話で話し合いできませんでし
た。信販会社は、相談者の意向
で再契約したので販売会社に確
認して欲しいと言うのみです。
一方、相談者は「この件でこれ
以上心をわずらわせたくない、
お金は大丈夫だから」と強く言
われて、後の契約を残したまま
相談は終了となりました。
　センターで相談を受けていて
一番残念に思うのは、このよう
にクーリング・オフや契約の取
り消しができる条件でありなが
ら、販売会社の妨害や脅しに消
費者が折れてしまうケースで
す。相談員がどんなにクーリン
グ・オフが消費者の正当な権利
だと話しても、消費者にやめる
意思がなければどうにもなりま
せん。
　昨年の特定商取引法改正によ
りクーリング・オフ制度は今ま
で以上に消費者の強い権利とな
りました。この制度がもっと
もっと消費者に広く深く理解さ
れ、迷わず利用されるようにな
ることを願っています。

 街頭で健康に良い油を無
料でプレゼントする、と
テントの下へ誘われた。油
をもらった後、健康の話か
ら健康布団の話になり、腰
痛が治り高血圧にも効果が
あると言うので、掛け布団
と敷布団のセット 30 万円
を 3 年間の分割払いで契約
した。当日届けられた布団
をその日から使いだして 3
日後に背中が痛くなったの
で消費生活センターに相談
してクーリング・オフのハ
ガキを送った。すると数日
後に販売員がきて敷布団は
解約するが掛け布団だけは
引き取ってくれないか、カ
バーも付けると言われ、掛
け布団の契約書を新しく書
いた。

〔事例３〕



　特相員を平成 11 年から、また栃
木市の支部長を平成 14 年から、それ
ぞれ務めさせて頂いております。
　年平均、４～５件の融資のお世話
をさせて頂いています。融資のご相
談のほかに、様々な相談を受けます。
特相員では解決できない相談も多い
のですが、話を聴いてあげることも
特相員の役目だと思って、じっくり
話を聴いてあげています。「話を聴
いてくれた。明日からがんばろう」
と心機一転、やる気を出して頂けれ
ばうれしいですね。
　栃木市内の同業者の団結力、仲間
意識はどこにも負けないと自負して
います。
　昨年 10 月、栃木総合運動公園で
行われた地域のお祭りには、小林正
義前支部長（現・県社交飲食業生活
衛生同業組合理事長）のご協力で、

支部役員らが朝７時から出て出店
し、弁当やモツ煮、トン汁、甘酒な
どを市民や観光客に提供しました。
ゴルフコンペも定期的に開き、200
人が参加するなど、支部挙げてリ
ピーター対策に苦心しています。
　当支部の組合員は 80 人と一定数
を維持しています。加入によって低
利融資や音楽著作権の割り引きが受
けられるなど、目に見える特典を書
類にして加入を呼びかかけています。
　栃木市内で丸８年、小さなスナッ
クを経営しています。不景気な時代
だからこそ、「女性１人でも料金面
でも安心してご来店頂ける店」とし
て一度でも多く、１人でも多く足を
運んで頂き、活気ある店でありたい
と思います。アルコールの飲めない
方も OK です。
　店を活気づけ、雰囲気を作るのは
経営者や従業員ではなく、お客様だ
と常々思っています。

特相員だより̶街の知恵、地域の心

店を活気づけ、雰囲気を作るのはお客様
□栃木県社交飲食業生活衛生同業組合・特相員□

小
こばやし

林　富
とみ

枝
え
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♣愛知万博で一括受注

　愛知県クリーニング生活衛生同業組合は、３月

25日から開催されている「愛知万博」に、新日

本ウェックス株式会社との共同企業体として、全

会場のユニフォームのクリーニングをほぼ一手に

引き受けている。

　「愛知万博」は長久手と瀬戸の2会場に分かれ、

６か月間開かれることになっており、会期中、同

組合では約50万点のユニフォームを扱うものと

見込んでいる。

　URL=http://www.zenkuren.or.jp/

♣集配車で防犯パト

　奈良県クリーニング業生活衛生同業組合奈良支

部(中西健二支部長・支部員52名)は今年２月下

旬から、配達途中などに不審者や事件を目撃した場

合、警察に通報する防犯パトロール活動を始めた。

　同支部所属の店舗が所有する集配車約100台に

「防犯パトロール中」と書いたステッカーをはり、

パトロールしている。

　大森武司・同組合理事長は「最近、見て見ぬふ

りをする傾向が強いが、勇気を出して警察に届け

る運動に一石を投じられれば...」と話している。

♦映画館増数、再び3桁に

　昨年末現在の全国映画館数は2825で、

前年比144増と再び３桁の増館に転じたこ

とが、日本映画製作者連盟(映連)のまとめ

でわかった。このうち、シネコンは1766

で、全体に占める割合は62.5%だった。

　全国の映画館数は平成10年から３年連

続で３桁を記録したが、平成13年以降は

２桁の増加にとどまり、しかも増加数が

少なくなる一方だった。

　16年で再び３桁増になったのは「まだ

映画館の過疎地があるなどの原因ではな

く、飽和状態から過当競争の時代に入っ

たことによる」と映連では分析している。

　URL=http://zenkoren.or.jp/

♠「当店自慢のショーウィンドゥ」を掲載

　全国すし商生活衛生

同業組合連合会は、ホー

ムページで「当店自慢

のショーウィンドゥ」

と題したユニークな

コーナー=写真=を掲載

している。

　全国のおすし屋さん

から寄せられた、自慢

のショーウィンドゥの

写真を順次掲載、あわせて「工夫したところ」「お

よその費用」「お客様の反応」を書き添えてもらう。

　「工夫したところ」では「主婦層のお客様が多い

ので、華やかで柔らかいインパクトを与えるような

ディスプレイにしました」「旬のメニュー構成に心

がけ、季節感を

演出しました」

などといったコ

メントが添えら

れている。

　「お客様の反

応」では「施工

前に比べ来店客

数が130%増になった」「ディスプレイでちらし寿

司にも力を入れた結果、ちらし寿司の折詰の売り上

げがアップした」など、ショーウィンドゥの効用を

強調している。

　また、費用も書き添えられているため、他業種

の経営者からも「見栄えを勘案しながら、自店の

ショーウィンドゥのリニューアルに参考になる」と

注目されている。

URL=http://sushi-all-japan.or.jp/

せ い え い 短 信
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　＜みちのくの小京都＞とも言
われる岩手県の県都・盛岡市。
岩手山と北上川に象徴される緑
と水の豊かな自然に恵まれ、南
部藩（20万石）の城下町として
栄えた。
　岩手県生活衛生営業指導セン
ター（以下、指導センターと表
記）が入居している岩手県美容
会館は、同市の鎮守・八幡宮の
近くにあり、ここには指導セン
ターのほかに、県美容業生活衛
生同業組合、県生活衛生同業組
合中央会、理容師美容師試験研
修センター県支部が事務所を構
えている。

■組合員減少に危機感
　県下の生活衛生同業組合に
は、すし業、中華料理、社交事
業、料理業、飲食業、喫茶飲食
業、食肉、理容、美容業、興行、
旅館ホテル、公衆浴場業、ク
リーニングの13業種5287人が加
入している（平成17年４月１日
現在）。しかし、時代の趨勢と
はいえ、岩手でも他県同様、組
合員数が減少傾向にあり、その
対策に苦慮している。

　佐藤理事長は、ことあるごと
に、組合員減少の危機感を訴え、
対策の一つとして、積極的な異
業種交流を呼び掛けている。今
年１月発行の広報紙「いわて生
衛だより第76号」の＜年頭のご
挨拶＞にも、こう記した。
　「（前略）景気の低迷に気を取
られているうちに、ふと気づい
たら、平成元年に８千人であっ
た組合員総数がいつの間にか減
少し続き、ついに５千人台と
なってしまいました。（中略）
この際、各組合が一丸となり、
13組合の垣根を越えて異業種も
含め加入促進にあたり、何とか
前年を一人でも増加できればと
願っております。指導センター
といたしましても原点に立ち
返って、県民の日常生活に欠か
すことの出来ないサービスを提
供し続ける生活衛生業界のため
にお役に立つよう努めて参る所
存であります（後略）」。
　各業種の組合員とも、経営者
を含め３～５人程度の従業員で
頑張っている零細企業がほとん
どだ。また、これまでは各組合
とも、内部の＜縦のつながり＞
を重視しがちで、＜横のつなが
り＞はどちらかといえば疎かに

しがちだった。
　組合員の減少は、経営者の高
齢化による廃業退会者が多いの
に、飲食業等の新規開業者の加
入が少ないのが主な原因とみら
れるが、「組合加入のメリット」
が、新規開業者にあまり知られ
ていないことも影響しているよ
うだ。
　今年こそ、組合員減少に歯止
めをかけようと、指導センター
と13組合が一体となって、今、
取り組んでいるのが異業種交
流。仲間の輪を広げ、お互いに
情報交換しながら未加入の他業
種経営者らにも組合加入を呼び
掛けるのが狙いだ。
　伊藤専務は「業種は違っても、
組合員みんなが生活衛生面でつ
ながっている。例えば、焼き
鳥屋さんと床屋さん、クリーニ
ング屋さんが一緒に集まって交
流、情報交換したら、お互いの
営業に役立てたり、組合加入を
勧めたりすることができるので
は。また、消費者の立場になっ
たときは、極力、仲間である生
衛組合加入店を利用しましょう
と呼びかけている」と言う。
　「組合加入のメリット」につ
いては「生活衛生同業組合へ

岩手県生活衛生営業指導センター

リポート〈センターをたずねて〉

盛岡市志家町３－ 13
　　　　　岩手県美容会館内
理 事 長　佐藤　義正氏
専務理事　伊藤　健一氏
事務局長　千葉　紀

のり

穂
ほ

氏
職 員 数　４人
　　（うち経営指導員３人）
ＵＲＬ：
http://www.seiei.or.jp/iwate/
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岩手県生活衛生営業指導センター

組合加入＆異業種交流の勧め

の 加 入 の お 勧
め」というパン
フレットで詳し
く説明している
が、伊藤専務に
よると、「国民
生活金融公庫か
ら低利で融資が受けられる」「専
門家による経営相談、税務相談
などが無料で受けられる」「生
活衛生業界全般にわたっての情
報交換ができる」の三つに大別
されるという。

■意識向上へイベント工夫
　組合員の連帯感を深めるとと
もに、意識向上や健康増進を図
ろうと、各種行事等にもいろい
ろな工夫を凝らしている。
　昨年11月22日、盛岡市内のホ

テルで開催した第18回岩手県
生活衛生大会には、テレビ、ラ
ジオでお馴染みの中原英臣・山
野美容芸術短期大学教授を招い
て「元気がうれしい医学知識」
というテーマで特別講演しても
らった。
　中原教授は「20世紀は医者が
病気を治す時代だったが、21世
紀は生活環境、生活習慣の改善
で病気にならないようにする時
代」と述べ、「これからは、平均
寿命ではなく健康寿命を延ばし

ていかなければならない」と参
加者に語りかけ、共感を呼んだ。
　年２回、組合員向けに発行す
る広報紙「いわて生衛だより」

（A４版８ページ）の表紙を飾
る写真も、昨年８月発行の第75
号から各組合持ち回りで選んで
もらうようにした。８月号は理
容組合提供の理容競技大会の競
技風景、今年１月発行の第76号
は、写真担当の喫茶飲食組合員
多数が参加した「歩いて楽しむ
街」のオープンパレード風景。
広報紙の「組合だより」のコー
ナーには、行事内容や写真説明
等が詳しく掲載されており、「指
導センターや組合が身近になっ
た」と、これまた好評だ。「次
号の担当組合もやる気を出して
くれるでしょう」と伊藤専務。

■２モデル事業などを推進
　指導センターの 17 年度事業
計画によると、経営指導員や中
小企業診断士、税理士らによる
組合員への融資、衛生、経営、
税務など各種相談・指導等の充
実強化のほか、「北上地域での
食品リサイクルシステムの構
築」（継続）や「健康入浴推進
事業」（新規）、今年 11 月から、
めん類・一般飲食店にも適用さ
れる「標準営業約款登録」推進
などに力を入れることにして
いる。
　このうち食品リサイクル事業

は、食品リサイクル法（平成
13 年施行）に基づき、全国生
活衛生営業指導センターが「18
年度までに、食品（生ごみ）再
利用等の実施率を 20％向上」
を目標に、岩手と京都、熊本の
３府県で実施中の検証事業。
　岩手では、食品廃棄物の再
利用処理施設があり、業者の
協力体制も整っている北上市
をモデル地区に選定し、今年２
月、第１回食品リサイクル北上
地域推進会議を開いた。会議に
は、生ごみ排出量の多い飲食
店やホテル関係者、再利用（肥

食品リサイクル検証事業が始動

第
18
回
県
生
活
衛
生
大
会
で

特
別
講
演
す
る
中
原
英
臣
・

山
野
美
容
芸
術
短
大
教
授

料化）処理業者、行政、有識者
らが参加し、システム構築の具
体化に向けて活発な意見交換を
行った。
　伊藤専務は「手間のかかる細
かい分別作業等については、飲
食店関係者らが、非常に協力的
だった。今後、県内全体に広め
ていかねばならない事業なの
で、なんとしても北上地域を成
功例にしなければ」と語るが、
実際に作業にあたる飲食店など
からは「分別、水切り後の生ご
みを入れる容器代や運搬等のコ
ストが高く、行政の支援が欲し
い」という声が出るなど、これ
からの課題も多い。



　

名
刹
・
金
刀
比
羅
宮
、
通
称
こ

ん
ぴ
ら
さ
ん
で
有
名
な
香
川
県
琴

平
町
は
、
４
月
の
「
四
国
こ
ん
ぴ

ら
歌
舞
伎
大
芝
居
」（
旧
金
毘
羅

大
芝
居
）
で
本
格
的
な
春
の
幕
開

け
と
な
る
。
例
年
は
桜
の
花
も
咲

い
て
い
る
時
期
だ
そ
う
だ
が
、
今

年
は
ま
だ
桜
の
蕾
は
固
く
肌
寒

か
っ
た
。

　
「
金
毘
羅
大
芝
居
」
は
金
丸
座

と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
国
指
定

重
要
文
化
財
で
あ
る
。
１
８
３
５

年
に
建
て
ら
れ
、
現
存
す
る
芝

居
小
屋
の
な
か
で
も
最
古
の
建
物

で
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
東
西
の

名
優
た
ち
が
金
丸
座
の
桧
舞
台
を

踏
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
金
丸
座
で

歌
舞
伎
公
演
が
復
活
し
た
の
は

１
９
８
５
年
の
こ
と
。
以
来
、
毎

年
公
演
が
行
わ
れ
今
年
で
21
回
を

数
え
る
。

　

初
日
の
幕
が
上
が
る

前
日
、
４
月
１
日
、
琴

平
の
町
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
歌
舞
伎
フ
ァ
ン

の
熱
気
で
春
ら
し
い
陽

気
が
漂
っ
て
い
た
。
こ

の
日
、
出
演
す
る
役
者

た
ち
が
琴
平
の
町
を
人

力
車
に
乗
っ
て
廻
る
お

練
り
が
こ
ん
ぴ
ら
歌
舞

伎
を
盛
り
上
げ
る
。
観

劇
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、

毎
年
、
お
練
り
を
目
当

て
に
来
る
観
光
客
も
多
い
よ
う
だ
。

筆
者
と
同
行
２
人
も
、
せ
っ
か
く

観
劇
す
る
の
だ
か
ら
お
練
り
も
見

物
し
た
い
と
、
当
日
の
早
朝
に
東

京
を
発
っ
た
。

　

コ
ト
デ
ン
の
琴
平
駅
に
着
く

と
、
す
で
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ

て
き
て
い
る
。
角
々
に
は
交
通
整

理
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が

立
ち
、警
察
官
も
巡
回
し
て
い
る
。

お
練
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
金
稜
の

郷
に
は
、
す
で
に
多
く
の
フ
ァ
ン

が
役
者
の
出
番
を
待
っ
て
い
た
。

　

今
年
の
出
演
者
は
中
村
吉
右
衛

門
、
中
村
芝
雀
、
中
村
信
二
郎
、

市
川
染
五
郎
、
中
村
歌
昇
、
中
村

隼
人
、
中
村
吉
之
丞
の
面
々
。
彼

ら
が
人
力
車
に
乗
り
込
み
お
練
り

が
始
ま
る
と
、
集
ま
っ
た
人
た
ち

は
そ
の
先
の
沿
道
へ
と
走
っ
て
待

つ
。
こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
初
心
者
の

筆
者
た
ち
も
、
常
連
さ
ん
た
ち
の

話
に
聞
き
耳
を
立
て
、
琴
平
駅
あ

た
り
で
役
者
を
待
っ
た
。
お
練
り

は
初
体
験
だ
っ
た
が
、
大
相
撲
観

戦
に
似
て
い
る
。
場
所
入
り
を
す

る
力
士
た
ち
を
門
で
迎
え
る
と
き

の
胸
の
高
鳴
り
を
覚
え
た
。

　

翌
々
日
い
よ
い
よ
金
丸
座
へ
。

こ
れ
ま
で
歌
舞
伎
座
や
大
劇
場
で

の
観
劇
経
験
は
あ
る
が
、
江
戸
時

代
そ
の
ま
ま
に
一
桝
ご
と
に
区

切
っ
た
座
席
で
、
文
字
通
り
座
布

団
の
上
で
観
た
こ
と
は
な
い
。
し

か
も
、
建
物
自
体
が
江
戸
時
代
に

造
ら
れ
た
空
間
そ
の
ま
ま
な
の

で
、
役
者
の
声
や
義
太
夫
が
ど
の

よ
う
に
聴
こ
え
る
の
か
興
味
津
々

だ
っ
た
。

　

小
屋
に
き
の
ね
が
響
き
幕
が
開

く
。
こ
の
と
き
か
ら
い
つ
も
と

違
っ
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

義
太
夫
が
奏
で
る
音
と
語
り
、
役

者
の
せ
り
ふ
や
所
作
が
五
感
に
響

く
。
そ
れ
は
肌
に
じ
ん
わ
り
と
し

み
込
み
、
全
身
の
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ

る
よ
う
な
心
地
よ
さ
が
あ
る
。
観

る
者
を
過
去
へ
と
遡
ら
せ
、
ど
こ

か
に
残
っ
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
共
鳴

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

は
現
代
の
商
業
演
劇
に
は
な
い
、

劇
場
を
運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
の
熱
意
が
な
せ
る
わ
ざ

か
も
し
れ
な
い
。

　

公
演
期
間
中
、
琴
平
の
町
に
は

役
者
の
名
前
を
染
め
抜
い
た
約
千

本
の
幟
が
は
た
め
く
。
今
年
は
桜

よ
り
先
に
金
刃
比
羅
宮
を
彩
っ
た
。

ほっと　ブレイク

　

人力車に乗ってお練りをする中村吉右衛門

こんぴら詣に娯楽の原点を観る
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旅行ジャーナリスト

佐々木　いつか
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ほっと　ブレイク

　

最
近
、
土
な
べ
で
白
飯
を
炊

く
の
に
凝
っ
て
い
る
。

　

先
日
も
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
を
土

鍋
で
作
っ
て
み
た
。
ご
飯
が

し
っ
と
り
し
て
い
て
、
実
に
き

れ
い
な
で
き
ば
え
だ
っ
た
。
こ

の
10
年
以
上
、
電
気
炊
飯
器
に

頼
り
き
り
だ
っ
た
だ
け
に
、
火

加
減
の
調
整
は
難
し
か
っ
た

が
、
出
来
上
が
っ
た
ご
飯
の
お

い
し
さ
は
、
炊
飯
器
に
勝
る
も

の
が
あ
っ
た
。
微
妙

な
火
加
減
を
調
整
す

る
と
い
う
手
間
が
、

「
隠
し
味
」
に
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

社
会
人
に
な
り
、

ひ
と
り
暮
ら
し
を
始

め
た
こ
ろ
は
、
な
べ

で
ご
飯
を
炊
い
て
い

た
。
火
に
か
け
た
な

べ
を
じ
っ
と
見
つ
め
、
ぐ
つ
ぐ

つ
と
米
が
煮
え
る
音
を
聞
き
、

ふ
き
こ
ぼ
れ
て
き
た
様
子
を
確

か
め
、
火
を
弱
く
し
た
。
た
ち

の
ぼ
る
湯
気
か
ら
、
ご
飯
が
出

来
上
が
っ
て
い
く
い
い
香
り
が

し
た
。
そ
し
て
、
な
べ
の
そ
こ

で
チ
リ
チ
リ
と
お
こ
げ
が
で
き

て
い
く
音
に
耳
を
傾
け
た
も
の

だ
。
ち
ょ
っ
と
火
加
減
が
強
す

ぎ
て
で
き
て
し
ま
っ
た
お
こ
げ

も
、格
別
の
う
ま
さ
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
ご
飯
を
炊
く

た
め
の
土
鍋
が
よ
く
売
れ
て
い

る
と
、
知
り
合
い
の
料
理
用
具

専
門
店
で
聞
い
た
。
ち
ょ
っ
と

意
外
な
気
が
す
る
。
な
に
し

ろ
、
日
本
人
の

食
生
活
は
簡
略

化
の
一
途
を
た

ど
っ
て
き
た
か

ら
だ
。

　

自
分
自
身
の

生
活
も
含
め
、

人
々
の
生
活
が

ま
す
ま
す
忙
し
く
な
っ
て
い
る

か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
食
べ

る
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
な
く

な
っ
た
か
ら
な
の
か
、
出
来
合

い
の
総
菜
は
全
盛
だ
し
、
外
食

の
機
会
は
増
え
て
い
る
。

　

逆
に
、
時
々
、
日
本
料
理
店

で
土
鍋
や
お
釜
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
あ
る
有
名
料
理

店
で
は
、
客
の
料
理
の
進
み
具

合
に
あ
わ
せ
、
小
さ
め
の
土
鍋

で
ご
飯
を
炊
き
、
熱
々
の
炊
き

た
て
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
の

が
、
客
の
間
で
好
評
だ
。

　

ま
た
「
家
庭
料
理
」
を
強
調

す
る
た
め
に
、
電
気
炊
飯
器
で

な
く
、
土
鍋
で
ご
飯
を
炊
く
の

を
売
り
物
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
増
え
て
い
る
。

　

思
え
ば
、
電
気
炊
飯
器
も
お

釜
で
炊
く
ご
飯
に
い
か
に
近
づ

け
る
か
を
常
に
目
標
と
し
て
き

た
。
そ
う
考
え
る
と
、
ご
飯
を

炊
く
と
い
う
行
為
は
機
械
ま
か

せ
よ
り
、
や
は
り
人
間
の
五
感

を
使
っ
た
ほ
う
が
お
い
し
く
で

き
る
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
。

　

最
近
、若
い
世
代
の
中
に
は
、

ご
飯
の
お
こ
げ
を
知
ら
な
い
人

が
少
な
く
な
い
と
い
う
。
土
鍋

の
底
に
で
き
た
お
こ
げ
を
こ
そ

げ
と
り
、
し
ょ
う
ゆ
を
ち
ょ
っ

と
か
け
て
食
べ
る
う
ま
さ
を
、

若
い
人
た
ち
に
も
知
っ
て
ほ
し

い
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
山
元　

彩
）

【たてのかぎ】
１．行方をくらまします。
２．真夜中です。
３．バーベキューの必需品。
５．○○○○辛苦を共にする。
７．旅費。
９．噂をすれば○○。

【よこのかぎ】
１．扇状に広がる美しい羽を持ちます。
４．一度罹れば免疫が出来ます。
６．アメリカやイギリスで使う液量の単位。
８．ぬかに○○──手応えがありません。
９．漢字から派生した、日本固有の文字。
10．第一回ノーベル賞受賞者に。
　　 健康診断でお馴染みの名前です。

（模様付きの枠に入る文字を並べ替えて言葉を作りましょう）
ヒント：５・６月にちなんだ植物です

（答えは 24 ページに）

最近フード事情

土鍋で炊いたご飯のおいしさ
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本誌に掲載した論文などで、意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。

季節の
　うつろい

㈶全国生活衛生営業指導センター賛助会員
 （50 音順、5月 25 日現在）

アメリカンファミリー生命保険会社
〒163-0237 東京都新宿区西新宿 2－ 6－ 1　新宿住友ビル 37階

AIU 保険会社
〒130-8560 東京都墨田区錦糸 1－ 2－ 4　AIG タワー

株式会社ダイワサービス
〒550-0011 大阪市西区阿波座 1－ 5－ 16　大和ビル

株式会社トーコン・システムサービス
〒113-0033 東京都文京区本郷 1－ 18－ 6　トーコンビル

株式会社ユニバーサルファミリー
〒164-0012 東京都中野区本町 4－ 45－ 9　ユニバーサルビル

芝サン陽印刷株式会社
〒104-0033 東京都中央区新川 1－ 22－ 13

社団法人日本サウナ協会
〒102-0085 東京都千代田区六番町 1 　番町一番館ビル 2階

菅原印刷株式会社
〒111-0051 東京都台東区蔵前 3－ 15－ 1

第一生命保険相互会社
〒100-0006 東京都千代田区有楽町 1－ 13－ 1

タカラベルモント株式会社
〒107-0052 東京都港区赤坂 7－ 1－ 19　タカラ椅子会館内

中央法規出版株式会社
〒151-0053 東京都渋谷区代々木 2－ 27－ 4

日本ハム株式会社
〒108-0074 東京都港区高輪 3－ 25－ 23　京急第二ビル

日本標識株式会社
〒143-0011 東京都大田区大森本町 2－ 4－ 9

コンバインでの麦刈り作業
麦秋（2003 年６月、兵庫
県三田市志手原で）

▲

♪　22 ページの「ほっ
と ブレイク」では今号

から「ぶらり旅・きまま旅」の連載が始まった。
１回目の旅先は香川県琴平町。重文の金丸座で
開かれた「四国こんぴら歌舞伎大芝居」を、旅
行ジャーナリストの佐々木いつかさんが胸を高
鳴らせながら見物した模様を綴っている。
　披露された５演目のうち、「金毘羅のだんま
り」では、客席の天井に 500 本の竹を格子状に
組んだ「ブドウ棚」から紙吹雪が舞い、客席か
ら大きな歓声がわいたという。この棚は 2002
年の耐震調査のさい、江戸時代の舞台装置の一
つとして見つかり、復元して初めて使用され
た。佐々木さんの紀行にもあるとおり、日本人
の DNA に共鳴する、土の香りが漂ってくる。

編集後記

（答え＝シャクナゲ）
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